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「食の安全安心確保に係るアクションプラン」の改定案に対するご意見と県の考え方 

 

No. ご意見の主旨 ご意見に対する県の考え方 

１ Ｐ９野生鳥獣肉処理責任者講習会開催回

数について。これからジビエ料理が盛ん

になっていくなかでＲ６年の目標値が２

年に１回とは不自然ではないでしょう

か？ 

 

 

 

野生鳥獣肉処理者講習会については、野生鳥

獣の食肉を処理する食肉処理施設数が例年変

わらないことや、この講習会とは別に食肉処

理施設に対し食品衛生監視員による監視指導

が定期的に行われていることから、一定の衛

生水準が確保されていると考えています。し

たがって、今後も隔年開催により受講者を集

約した形で行うこととしております。 

２ Ｐ16掲載回数について 

Ｈ30はなぜ年 44回？そしてＲ６はなぜ

年 12回にしたのか？ 

 

 

 

 

 

Ｈ30の情報掲載の内訳は、食中毒について 20

件、餅の窒息事故について２件、その他 22件

でした。 

Ｒ６の目標値については、Ｒ１の実績見込み

回数を参考に、12 回と設定しましたが、ご意

見を踏まえ、食の安全安心について幅広いテ

ーマを取り上げることとし、年 40回以上の掲

載を目標に情報提供を行って参ります 

３ 豚コレラ感染拡大に向けた対策について 

関東・中部を中心として豚コレラワクチ

ンの「接種推奨地域」10県が選定されて

いるが、高病原性鳥インフルエンザ等と

同様にこの豚コレラについても全国いず

れの県においても感染リスクがあり、島

根県も例外ではないと考えられる。  

そのため、今回の第５期プランでの生産

段階での安全確保対策（畜産物）に豚コ

レラ対策を具体的に明示しておくべきで

はないのか。 

豚熱（旧称：豚コレラ）は、豚、いのしし

の病気であり、BSEや高病原性鳥インフルエ

ンザ等の人獣共通感染症ではなく、仮に感

染豚の肉を摂取しても、人が豚熱に感染す

ることはありません。 

したがって、食の安全安心確保に係る本プ

ランへの記載はしておりません。 
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４ ジビエ肉の販売対策について 

野生鳥獣肉に係る衛生管理ガイドライン

として、猪肉に係る衛生管理ガイドライ

ン（Ｈ18年９月策定）と鹿肉ガイドライ

ン（Ｈ28年３月改定）という用語の解説

に関わって、今回の豚コレラのまん延原

因の一つが野生イノシシであるとの報道

が繰り返された結果、県内のジビエ肉・

料理・加工品に対する消費者離れが強く

懸念される。これについて、ジビエ肉等

の安全性について明確な知見があるとす

れば、生産者保護の観点から、県内産の

ジビエに関する安全性のアピールも必要

ではないだろうか。 

豚熱の人への感染は国際機関（ＯＩＥ：国

際獣疫事務局）の情報においても報告され

ておらず、人へは感染しないとされていま

す。また、豚熱経口ワクチンを接種したジ

ビエの食肉の安全性については食品安全委

員会にて、人の健康に影響を与える可能性

は無視できる程度と評価されています。こ

のことについては各市町村等を通じて県民

の皆様に情報提供を行っております。 

 

 

 

 

 

５ パブリックコメントの募集方法 

前回のアクションプラン改正に対する意

見募集では、わずか３件の意見しか出さ

れておらず、県民の意識や関心が低い面

を考慮しても、県民の食の安全安心に資

する施策への意見募集にもう少し創意工

夫が必要ではないのか。その上で、第５

期プランの実行において、県民への食の

安全安心に関するアンケートを実施（重

点施策に対するアンケート）した上で、

施策への意見反映を行って頂きたい。 

「食の安全安心確保に係るアクションプラ

ン」の改定に関するパブリックコメントの

実施については、新聞への広報、報道機関

への発表、島根県ホームページへの掲載等

のほか、しまね Webモニターや島根県食育・

食の安全推進協議会を構成する団体へ案内

を行い、幅広く意見を募っているため、県

民へのアンケート実施は考えておりませ

ん。 

 

 


